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はじめに

　石川県の白山周辺には，中生代後期の手取層群が分布

する。この地層は，アジア大陸内の同時期の非海成層と

堆積盆地の発達や産出する動植物化石種に共通性があ

り，東アジアのテクトニクスや堆積盆地の発達に伴う環

境変化や中生代後期の陸生や陸上動植物群の変遷を理解

するために適している。

　これらの理解のために，手取層群の層序，各累層の分

布の把握が不可欠である。しかし，手取層群は断片的に

分布し，さらに地域的な層序区分と地層名が与えられて

きている。そのため，各地域間は累層レベル以上の亜層

群レベルで対比されており，生物相や古環境の変遷の考

察も亜層群レベルで議論されてきた（前田, 1961など）。

手取層群は，北陸と飛騨地方に分布し，東側の神通区と・

西側の白山区に区分される（前田, 1961）。石川県の手

取川上流の白山周辺部は，白山区の主要地域で，手取層

群の模式層序を含む。これまでこの地域の手取層群は，

石川県南部の白峰地域，岐阜県北部の荘川・大白川地域

と福井県北部の滝波川地域では，それぞれ異なる岩相層

序区分が示されてきた（前田, 1958, 1961ほか）。しか

し，松川・中田（1999）や松川ほか（1999, 2000）で

は，白山周辺部の手取層群は一連の層序が各地域に分布

することを示した。

　本研究では，石川県手取川上流の白峰地域の手取層群

の層序を示し，累層レベルでの分布を地質図に表す。そ

して，その層序と岐阜県荘川地域と大白川地域の手取層

群と対比し,層序区分の統一の可能性について議論する。

さらに，各累層の地域的発達と堆積物の特徴から，手取

層群の堆積盆地の発達史を述べる。
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白山周辺地域の手取層群の層序

　手取層群は，富山・石川・福井・岐阜・長野・新潟県

下に分布する中生代後期の主として非海成層の礫岩，砂

岩，頁岩から成る地層で，大型の動植物化石を産する。

この地層の名称は, Yokoyama（1894)が日本の中期ジュ

ラ紀の代表的地質時代として, Tetori Series（手取統）

を命名したことに基づく。その後，この地層は，大石

（1933）により，福井県の石徹白川流域に分布する山原

礫岩，伊月層，後野砂岩を手取層群として，岩相層序単

位の概念として示した。前田（1950,1951）はこの概念を

継承し，手取層群をさらに細分して，九頭竜層群，石徹

白層群，別山谷層群とした。その後，前田（1952）は別

山谷層群を赤岩層群とした。そして，前田（1957）は九

頭竜層群，石徹白層群，赤岩層群を亜層群とし，手取層

群より１ランク下げた区分を示した。Kawai（1961）は，

従来の手取層群を手取超層群（TetoriSupergroup）とし，

九頭竜層群（Kuzuryu Group）と石徹白層群（Itoshiro

Group）に分け，白山地区の手取超層群の九頭竜層群を

荘川・大白川地域では荘川層とし，石徹白層群を荘川・

大白川地域では尾上郷層と大シウド層と命名した。そし

て，白峰地域では尾口層，赤岩層と明谷層に，滝波川地

域では尾口層と赤岩層に区分した。大村（1974）は，前

田（1961）の手取層群やKawai（1961）の手取超層群を,

九頭竜層群，手取層群と有峰層群に区分し，手取層群は

石徹白亜層群と赤岩亜層群は同時異相の関係にあるとし

た。石川県教育委員会（1978）は白峰地域の手取層群を

石徹白亜層群と赤岩亜層群に区分した。

　このように,手取層群の層序に関する研究はこれまで，

上記にあげた研究が示されてきた。累層レベルでは研究

者により異なる名称が与えられているが，亜層群レベル

では本質的には前田（1952）が踏襲されている。

　白山周辺地域は，手取層群の下部から上部までの一連

の層序を含み，模式地域である。特に，岐阜県荘川地域

は，手取層群のほぼ完全な層序が揃っている。そのため，

松川・中田（1999）は，窟（1940），前田（1952）,Hayami

（1959）,公文・加納（1991）,岐阜県恐竜化石学術調査

推進委員会（1993）や松川ほか（1996）により示された

層序の解釈を踏まえて，岩相層序区分した。その結果，

その地域の手取層群が，下位から（１）非海生軟体動物

化石を含む黒色泥岩，砂岩泥岩互層と砂岩層から成る牛

丸層,（2）アンモナイトやイノセラムスを含む黒色泥

質砂岩層の御手洗層 ,（3）主としてアルコーズ質砂岩

から成り,（4）細粒礫岩や泥岩の薄層や砂岩泥岩互層

を挟む大谷山層,（5）黒色泥岩層と砂岩泥岩互層で特

徴づけられる大黒谷層にの地層名は，松川ほか（2000）

により，桑島層の同物異名（synonym）とされた），（6）

アルコーズ質砂岩から成るアマゴ谷層，（7）オルソコ

ーツァイト礫を含むアルコース質粗粒砂岩の大倉層と

（8）最上部の砂岩泥岩互層とアルコース質の粗粒砂岩

層から成る別山谷層に区分され，これらの各層が互いに

整合関係で接することを示した。そして，この層序を全

域で一般的に受け入れられている亜層群レベルに区分

し，九頭竜亜層群に牛丸層と御手洗層が，石徹白亜層群

に大谷山層と桑島層が，赤岩亜層群にアマゴ谷層,大倉

層と別山谷層が相当するとした。

手取川上流域の手取層群

　白山周辺部の手取層群は，石川県南部と岐阜県北部福

井県北部に分布する（図1）。石川県南部の白峰地域で

は，本層群は白山西側の手取川上流域に分布する。岐阜

県北部の荘川・大白川地域では，白山東側の庄川上流の

本流,大白川，御手洗川，尾上郷川，御手洗川とその支

流に分布する。

　白山周辺部の手取層群は，分布域の東で花崗岩と断層

で接し，南西側,北東側と北側では火成岩類に覆われる。

白山周辺部の手取層群は，主に, 礫岩，砂岩，泥岩から

なり，下位より牛丸層，御手洗層，大谷山層，桑島層，

アマゴ谷層，大倉層，別山谷層に区分される。これらの

地層は，東部の荘川地域では概ね東西方向に軸を持ち，

西方に僅かにプランジする半盆地状の構造を呈し，西部

の手取川上流域の白峰地域では30°以下の緩い傾斜を持

って分布する。そのため，東部では東から西に上位の地

層が見られ，西部では標高に従って上位の地層が見られ

る（図2）。

　石川県南部の白峰地域では，大谷山層から桑島層，ア

マゴ谷層，大倉層，別山谷層への層序がみられる。また，

手取川支流の赤谷川上流域や南部の大道谷周辺におい

て,手取川層群の上位に足羽層群の大道谷層が分布する。

以下に，これらの岩相層序記載を示す（図３・4）。

Ｉ　手取層群

1.大谷山層（Otaniyama Formation）

　［定義］主としてアルコーズ質砂岩からなり，しばし

ば泥岩の薄層を挟む。特に，上部では砂岩泥岩互層,泥

質砂岩や細粒礫岩層の薄層を挟む。

　【命名】　窟（1940）

　【再定義者】松川・中田（1999）

　【同義の地層】　窟（1940）の大谷山層と大黒谷層に，

前田（1952）の大谷山層に，公文・加納（1991）の大谷
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山累層に，岐阜県恐竜化石学術 m査推進委八会（1993)

の大谷山層にそれぞれ相当する。

　【模式地】下部：岐阜県大野郡荘川村松山谷，上部：

岐阜県大野郡荘川村大黒谷

　【分布】本層は，手取川最上流の市ノ瀬の細谷の下流

にのみ分布する。分布面積は，非常に狭い。

　［層厚］下限を観察できる露頭がみられないが，観察

できたルートから少なくとも50mほどが見積もられる。

　[岩相と層序］主として中粒から粒粒のアルコーズ質

砂岩から成る。市ノ瀬周辺では，手収層群が白山山頂か

ら南西にのびる尾根に沿ってその傾斜方向に分布し，沢

が深く地形をえぐりとった地窓の地域に当たるため，手

取層群の下位の層序まで露出する。そのため，アルコー

ズ質砂岩，corbiculidsやunionidsの二枚貝，巻貝の化石

や植物化石を含む黒色泥岩層や砂岩泥岩互層，粗粒のア

ルコーズ質砂岩の層序がみられる。この層序は，隣接す

る岐阜県大白川・荘川地域の大谷山層から桑島層を経て

アマゴ谷層への層序と岩相の特徴が同様である。

2.五味島礫岩部層（Gomijima Conglomerate Member）

　［定義]　花崗岩類，片麻岩類，石灰岩礫からなる淘汰

の悪い，比較的円磨の良い巨礫～細礫サイズの礫岩層と

最上部の砂岩層からなる。

　[命名者］長尾（1933）

　［同義の地層］小林（1951）の五味島礫岩層に，前田

（1958）の五味島礫岩層に, Kawai （1961)の尾口層下

部の五味島礫岩に，大村（1965）の五味島層に，石川県

教育委員会（1978）の五味島礫岩層に同義である。

　［模式地］石川県白峰村下田原川下流の林道

　［分布]　下出原川下流の林道沿いと手取川ダム川辺に

のみ分布する。

　[層厚]　下田原川下流の模式地で約75m。

　[岩相と層序]　最下部は飛騨片麻岩と不整合で接す

る。細礫，中礫，大礫，巨礫からなり，このうち大礫が

もっとも多い。淘汰は下位で悪く上位にかけ良くなる傾

向がある。

　円 礫が多く, 礫種は花崗岩類，片麻岩類，石灰岩が卓

越する。礫岩層に粗粒砂岩層が重なる。

　［下位の層序との関係］西部の下田原川や手取川ダム

では基盤の飛騨片麻岩類に本層の礫岩層が不整合に重な

るのが観察される。

　［部層のランクについての解釈]　本部層は，西部の白

峰地域の北部にのみ分布する特徴的な岩相である。分布

範囲の狭さから，本層を部層として扱うのが適切である

と解釈される。なお, Kawai（1961）は本層を尾口層下

部に位置づけ，五味島礫岩とした。

3.桑島層（Kuwajima Formation）

　［定義］主として砂岩泥岩互層からなり，黒色泥岩層

や細粒砂岩層を挟む。黒色泥岩層には，非海生の二枚貝

や巻貝，恐竜などの動物化石と植物化石を含む。

　［命名者］長尾(1933）。大石（1933）は手取層群の

化石帯を植物化石によって分帯する際に東北大学理学部

に提出された長尾の卒論（長尾, 1933）の層序区分や地

質図を示し，引川している。

　[同義の地層]　鮒（1940）の尾上郷層に，前田(1952）

の大黒谷層に，長尾（1933）の桑嶋層に, Kawai（1961）

の尾口層上部の桑島互層に，大村（1965）の桑島層に，

石川県教育委貝会（1978）の桑島層に，公文・加納

（1991）の大黒谷累層とアマゴ谷累層の下部に，岐阜県

恐竜化石学術調査推進委員会（1993)の大黒谷層とアマ

ゴ谷層に，松川・中田(1999)の大黒谷層にそれぞれ棚

当する。

　［模式地］岐阜県大野郡荘川村大黒谷

　［分布］細谷の中流から下流，別当谷の上流，湯ノ谷，

宮谷，大杉谷の中流，明谷の上流，赤谷川下流，下田原

川下流，手取湖岸（化石壁），目附谷に散在して分布す

る（図１）。

　［層厚]　最も連続した層序が観察される細谷で600m,

目附谷で800mの層厚が見積もられる。

　［岩相と層序]　本層は砂岩泥岩互層,黒色泥岩層 ,細

粒の砂岩層.および泥質砂岩層からなる。砂岩泥岩互層

が卓越し，岩相の出現に明瞭な規則性が認められない。

砂岩層ではチャネル構造・平行葉理・斜行葉理が観察さ

れる。まれに炭層を狭在する。白山周辺地域の東側の荘

川地域の同層よりも泥層部には細粒砂が多く含まれる。
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黒色泥岩層，泥質砂岩層からはしばしばcorbiculidsや

unionidsの二枚貝,巻貝の化石や植物化石が産出する。

　[産出化石]　柳谷では Myrene (Mesocorbicula )

teioriensis (Kobayashi et Suzuki), Nippononaia

tetoriensisMaeda, Unto ? oga。igoensis(Kobayashi et

Suzuki),Unio？sp.などの非海生二枚貝化石，巻貝化石，

植物化石が産出する。

4.アマゴ谷層(Amagodani Formation)

　[命名者] 前田（1952)　，

　[同義の地層］長尾（1933）の赤岩砂岩層，小林

（1951）の白峰層と赤岩砂岩層，前田（1958）の赤岩砂

岩下部, Kawai（1961）の赤岩層，大村（1965）の赤岩

層，石川県教育委員会（1978）の赤岩層の互層部層と砂

岩部層｡

　【再定義者】松川・中田（1999）

　【模式地】岐阜県大野郡荘川村アマゴ谷
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　【分布】　柳谷から別当谷，湯ノ谷，西俣谷，風嵐谷の

上流，明谷の上流にかけて分布する。また，宮谷の上流

と中流，大杉谷の中流から北にかけて，風嵐谷の中流，

赤谷川下流，下田原川下流，目附谷の鳴谷に分布する。

　　〔層厚〕最も連続した層序が観察される湯ノ谷では，

500mほどが見積もられる。また，赤谷川で220m,下田

原川で290mがそれぞれ見積もられる。

　　〔岩相と層序〕本層は淘汰のよい粗粒のアルコーズ質

砂岩からなる。層理はあまり発達せず，塊状である場合

が多い。まれに細礫から小礫サイズのオーソコーツァイ

ト礫を含む。また，泥岩層をはさむ。粗粒砂岩層ではチ

ャネル構造・平行層理・斜交層理・リップルマーク・地

層が上方に凸を呈するマウンド状の構造が認められる。

　　〔下位との関係〕風嵐谷，宮谷や湯ノ谷で本層が下位

の桑島層に整合で重なる層序関係が観察できる。それら

の場所では本層下部のアルコーズ質砂岩と下位の桑島層

の黒色泥岩層の岩相の相違は明瞭である。

5.大倉層（Okura Formation）

　【命名者】前田（1952）

　【同義の地層】長尾（1933）の赤岩砂岩層の上部，

小林（1951）の赤岩砂岩層，前田（1958）の赤岩砂岩，

Kawai（1961）の赤岩層，大村（1965）の赤岩層，石川

県教育委員会（1978）の赤岩層の互層部層と砂岩部層。

これらの研究では砂岩に礫岩が見られても下位の砂岩層

と同義で扱っている。

　［再定義者］松川・中田（1999）

　【模式地】岐阜県大野郡荘川村大シウド谷から日照岳

林道

　【分布】白山西側の尾根，手取川，風嵐谷，明谷，大

道谷，下田原川上流，赤岩谷川，百合谷上流部の林道な

どに分布

　【層厚】最も連続した層序が観察される宮谷，別当谷

から白山への登山道では500m程が見積もられる。上限

と下限が確認されている赤谷川で325mが見積もられる。

　【岩相と層序】本層はアルコーズ質粗粒砂岩を基質に

し，豊富な淘汰の悪いオーソコーツァイトの円礫からな

る礫岩層をしばしば挟むことで特徴づけられる。横方向

への連続性は悪い。礫の大きさは中礫～大礫がもっとも

多い。粗粒砂岩層ではチャネル構造・平行層理・斜交層

理が認められる。また，まれに泥岩層を挟む場合があ

る。

　［下位との関係］下位のアマゴ谷層とは，本層が中礫

から大礫のオーソコーツァイト礫を豊富に含む岩相で区

別されるが，その変化は漸移的である。赤谷川，下田原

川，百合谷で下位の粗粒アルコース質砂岩とオーソコー

ツァイトの円礫からなる礫岩層が整合で重なる様子が観

察できる。

6.別山谷層（Bessandani Formation）

　【命名者】前田（1952）

　【同義の地層】 Kawai（1961）の明谷層，大村(1965）

の明谷層，石川県教育委員会（1978）の明谷層。

　【再定義者】松川・中田（1999）

　【模式地】岐阜県大野郡荘川村大シウド谷から日照

岳林道

　【分布】白峰地域での分布範囲は狭い。別当谷から白

山への登山道の中腹から東側の稜線にかけて，白山釈迦

岳の頂上付近，大杉谷の中流から稜線にかけて，赤谷川

上流に散在して分布する。

　【層厚】上限と下限が確認できる赤谷川上流域で約

200mが見積もられる。

　【岩相と層序】粗粒アルコース質砂岩と砂質泥岩の互

層からなる。粗粒アルコース質砂岩層はレンズ状を呈す

ることが多い。

　［下位との関係］下限の大倉礫岩層と整合で接してい

る。下位の大倉層とは.礫岩層が挟まれなくなることと，

砂岩泥岩互層により区別される。

I　足羽層群

1.大道谷層（Omichidani Formation）

　【定義】凝灰質泥岩が卓越する。

　【命名者】　前田（1958）

　[同

（1961）の大道谷層，大村（1965）の大道谷層，石川県

教育委員会（1978）の大道谷層。

　【模式地】大道谷上流

　【分布】赤谷川上流と大道谷（旧道沿いの露頭）。

　［層厚］上限が確認できないが少なくても赤谷川上流

部で220ｍほどが見積もられる。

　［岩相と層序]凝灰質泥岩と黒色泥岩からなる。薄い炭

層をまれに挟む。泥岩層からは保存の良い植物化石を産

出する。

　［下位との関係］赤谷川上流部では本層の凝灰質泥岩

が，下位の別山谷層の砂岩泥岩互層を不整合に覆う。

　【産出化石】泥層部から保存の良い植物化石（双子葉

植物）を産出する。昆虫化石も産出する。

Ⅲ　手取川上流域に分布しない地層の概略

　石川県南部の手取川上流域に分布しない牛丸層と御手

洗層の概略を以下に示す。

（1）牛丸層（Ushimaru Formation）

　【定義】下部の軟体動物化石を含む黒色の泥岩層と砂

岩泥岩互層と上部の細粒から中粒の砂岩からなる。
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　【命名】窟（1940）

　【再定義者】　松川・中田（1999）

　【同義の地層】窟（1940）の牛丸層に，前田（1952）

の牛丸層,赤歩危層と御手洗層下部の礫岩礫質砂岩層に，

Hayami（1959）の牛丸層，野々俣層と御手洗層のM1に，

公文・加納（1991）の牛丸累層，赤歩危累層と御手洗累

層下部の砂岩層に相当する。

　【模式地】　下部：岐阜県大野郡荘川村牛丸，上部：岐

阜県大野郡荘川村御手洗川

　【層序関係】牛丸層の下部は花崗岩類の貫入または断

層で接するため，下限は不明である。

　【分布】手取層群分布域東部の荘川地域の岐阜県牧戸

周辺の庄川と御手洗川沿いにのみ分布する。

　【層厚】下位から上位まで連続する層序が認められる

ルートが確認できないので，本層全体の厚さを実測する

ことはできない。本層の下部が見られる牛丸では400m

程が，上部の層序が見られる御手洗川では600m程が測

定される。

　［岩相と層序]　本層は，下部の黒色の泥岩層と砂岩泥

岩互層と上部の細粒から中粒の砂岩層の２層に区分され

る。下部の層序が見られる牛丸では，下位から上位へ黒

色泥岩層，極細粒砂岩層，砂岩泥岩互層，黒色泥岩層，

細粒砂岩と変化する。一方，上部の砂岩層が卓越する部

分の上部には泥岩層がしばしば挟まれ，その泥岩層にア

ンモナイトが産する。

　【産出化石】下部から二枚貝化石の Myrene

（Mesocorbicula）tetoriensis,Tetoria（T.）yokoyamaiな

どのcorbiculidsやostreidsが，最上部からアンモナイト

のLilloetia?sp.（松川・中田, 1999）が産出する。また，

上部の砂岩層に挟さまれる泥岩層に植物葉体の化石が産

する。さらに,松川・中田（1999）により牛丸層最上部と

された御手洗層のMKHayarai, 1959）からinoceramids

が報告されている（Hayami, 1959)。

　（2）御手洗層（Mitarai Formation）

　【定義】主として黒色泥岩からなり，凝灰岩の薄層を

挟む。アンモナイト，イノセラムスなどの海生の軟体動

物化石を産する。

　【命名】窟（1940）

　【再定義者】松川・中田（1999）

　【同義の地層】窟（1940）の野々俣層と御手洗層―に，

前田（1952）の御手洗層の凝灰質頁岩，黒色頁岩層と黒

色頁岩砂岩互層に, Hayami （1959）の御手洗層のM2と

M3に，公文・加納（1991）の御手洗累層の上部の黒

色・塊状のシルト質泥岩に相当する。

　【模式地】岐阜県大野郡荘川村松山谷

　【分布】　東部の荘川地域の岐阜県御手洗の御手洗川

で，牛丸層の西側沿いで，狭い範囲にのみ分布する。本

層の水平方向の連続性は良く，鍵層になる。

　【層厚】　本層の分布範囲では，どこでも層厚50m程で

ある。

　【岩相と層序】本層は，主として層理の発達している

黒色泥岩からなる。基底部は，円磨と淘汰の良い細礫岩

の薄層からなり，チャート，砂岩，石英（公文・加納

（1991）の脈石英），花崗斑岩などを含む。下部には厚さ

40cmほどのタマネギ状構造の見られるシルト岩層，中部

と上部に凝灰岩の薄層が挟まれる。

　【下位の層序との関係】　下位の牛丸層最上部の砂岩層

に本層基底部の細礫岩層が整合に重なることが松山谷で

観察される。

　手取川上流域の手取層群の層序に関する議論

１　手取川上流域白峰地域における手取層群に関して研

究者間の層序の解釈の相異

　手取川上流域白峰地域の手取層群の層序を解釈し，地

質図を示した代表的なものとして，長尾（1933）, 前田

（1958）,大村（1974）,石川県教育委員会（1978）,松川

ほか（2000）をあげることができる（表1）。このうち，

大村（1974）は，オーソコーツァイト礫に注目して岩相

区分の基準を設定し，層序を確立した。これは現在の

Sequence 層序の考え方に類似し，他が示した岩相層序

学的な区分とは異なる。岩相層序学的区分を用いた解釈

は，基本的には研究者間で一致しており，標高の低い地

域ほど下部の地層が，高い地域ほど上部の地層が分布す

る。しかし，研究者間の相異は，層序区分の基準が研究

者間で異なることによる。従って，誰にでも理解できる

層序区分の基準が必要であり，よりきめ細かい調査ルー

トを設定し，地層の連続性を確かめ，柱状図で表すこと

が不可欠である。長尾（1933）や前田（1961）では，柱

状図の提示が必ずしも十分であるとは言えない。交通の

便，林道の敷設や砂防ダムの工事による露頭条件が良く

ない時代であるので多くは望めない。この点からすれば，

石川県教育委員会（1978）は，きめ細かいルート設定と

柱状図が提示されている。そして，岩相層序区分の基準

も明瞭である。しかし, 礫岩層を鍵層として対比し，層

序を確立している点は筆者らとは異なる。礫岩層は，幾

つもの層準が認められ，連続性も悪い。筆者らは，礫岩

層を比較的厚く含む粗粒のアルコーズ質砂岩を一つの岩

相単位（大倉層）として扱い，下位の礫岩の明瞭でない

砂岩層を別の岩相単位（アマゴ谷層）として，上位の礫
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岩の明瞭でない砂岩層と砂岩泥岩互層を別の単位（別山

谷層）として，岩相単位のセットにして対比した。より，

単純な区分基準である，また，白山西方に分布する手取

層群は，尾根に沿って緩く傾斜する。そのため，沢が深

く谷を削り込んだ地域ではより下位の地層が露出する。

筆者らは, 市ノ瀬周辺で最も下位に位置するアルコーズ

質砂岩層，それに重なる非海生軟体動物化石を含む黒色

泥岩層と砂岩泥岩互層の単位，さらにアルコーズ質砂岩

層の岩相単位を認めた。これは，荘川地域や大白川地域

の大谷山層，大黒谷層（桑島層）,アマゴ谷層への連続

する岩相層序の特徴と同じである。市ノ瀬周辺が，白峰

地域では最も削り込まれた地域である。このような方法

により，層序方向の岩相変化を理解し，さらにより細か

いルート設定に基づき水平方向への連続性を確かめた。

別当崩れと大杉谷苛原も下位の地層が見られる地域であ

る。石川県教育委員会(1978）は，これらの地域を赤岩

層下部（互層部）として一つの岩相単位としているので，

この点に注目して層序を確立したのではないかと思われ

る。筆者らは，岩相単位のセット，沢が深く谷を削り込

んだ地域ではより下位の地層が露出する特徴に基づき，

さらに標準層序のある荘川地域や大白川地域の岩相層序

と比較をしながら層序を確立した。

２　五味島礫岩部層は大谷山層上部の同時異相である

　五味島礫岩部層は，白峰地域の北端にのみ分布する。

ここでは，この部層に砂岩頁岩互層からなる桑島層が重

なる。しかし，五味島礫岩部層の分布地以外の白峰地域

の市ノ瀬，大白川地域，荘川地域では，砂岩頁岩互層か

ら成る桑島層の下位にはアルコーズ質砂岩から成る大谷

山層が認められる。従って，五味島礫岩部層は大谷山層

上部に対比される。これは，五味島礫岩層が大谷山層上

部の同時異相で，堆積盆地周辺の堆積相であると解釈で

きる。

３　桑島層と大黒谷層は同物異名である

　白山周辺に分布する手取層群は，地域毎に岩相層序区

分され，地域ごとに地層名が与えられていた（長尾，

1933；小林, 1951；前田, 1952, 1958, 1961；Kawai,

1961；大村, 1965；石川県教育委員会, 1978；岐阜県恐

竜化石学術調査推進委員会, 1993；松川・中田, 1999）。

しかし，松川ほか（1999, 2000）は，荘川地域，大白川

地域と白峰地域東部に分布する手取層群の岩相層序が一

連に連続して分布するものであることを各個地質柱状図

を作成し，岩相層序区分を行い，地質図により示した。

その結果，白峰地域東部の桑島層（長尾, 1933）と荘

川・大白川地域の大黒谷層（前田, 1952）は，同一の地

層であることが表された。そして，桑島層（長尾,1933）

に命名の先取権があることから，大黒谷層が桑島層の同

物異名（synonym）の地層として扱われることを述べた。

さらに，白峰地域東部の赤岩層（長尾, 1933）と荘川・

大白川地域のアマゴ谷層と大倉層（前田, 1952）もまた

同一の地層であることも示した。そして，アマゴ谷層と
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大倉層の岩相が礫岩のサイズや礫の含まれる頻度の相違

から二つの地層に区分できると解釈した。これにより，

赤岩層（長尾, 1933）の地層名を使用するより手取層群

の層序区分が細分でき，より詳細な対比には有効である

ことが述べられた。また，赤岩層の「赤岩」が赤岩亜層

群にも使用されているので，同一名称を亜層群や層名に

は避ける地層命名規約上の勧告に従う点からしても，ア

マゴ谷層と大倉層の使用が適切であうことを提案した。

白山周辺地域手取層群の地質時代と

　　　　堆積環境の概要

　白山周辺地域の手取層群の地質時代は，荘川地域の海

成層の御手洗層に含まれるアンモナイト Lilloetiasp.に

より御手洗層がジュラ紀のキャロビアン期に対比される

（Satoand Kanie,1963）。さらに，松川・中田（1999）に

より，牛丸層最上部からもアンモナイトのLilloetia？sp.

の産出が報告され，牛丸層最上部から御手洗層への層序

は，キャロビアン期に対比されると解釈した。また，

Hayami （1959）の御手洗層のM2 （筆者らの御手洗層）

から得られた二枚貝化石動物群は。スピッツベルゲンや

シベリアなどのボレアル区のジュラ紀後期と白亜紀最前

期のものに類似する（Hayami, 1959）。従って，アンモ

ナイトを含む海成の御手洗層を挟んで，下位の牛丸層は

キャロビアン期ないしそれより下位のバトニアン期が解

釈される。さらに，松川・中田（1999）は，上位の大谷

山層から別山谷層にいたる層序がキャロビアン期から上

位の白亜紀前期にいたる地質時代を示すと解釈し，石徹

白亜層群から赤岩亜層群に含まれる植物化石が白亜紀前

期を示すとする解釈（Kimura, 1975）からも支持される

とした。

　荘川地域と大白川地域の手取層群では，筆者らの大谷

山層と別山谷層に相当する3層準の凝灰岩層からFT年

代が測定され，大谷山層の135±7Ma,別山谷層の127 ±

8Maと106±7Maが示されている（岐阜県恐竜化石学術

調査推進委員会, 1993）。ここに示されたFT年代を

Harland et al（1990）に基づき，各累層を海成層で示さ

れている国際的標準層序の「期」で示すと，大谷山層は

ベリアシアン期からオーデリビアン期が，別山谷層は，

バランジニアン期からアルビアン期が見積もられる。従

って，両層の間に位置する桑島層，アマゴ谷層と大倉層

はバランジニアン期からアルビアン期に相当すると解釈

できる。さらに，岐阜県恐竜化石学術調査推進委員会

(1993)は，筆者らの大谷山層と桑島層に相当する４層

準の岩石について, 160.9±2.4Maから80.5±0.7MaのＫ･

Ar年代を示した。これらの値は, FT年代に比べて，よ

り古く，より若い値を示し，幅が広い。砕層粒子の混入

や堆積後の化学的作用の年代値の影響を見積もる必要が

あろうが, K-Ar年代に基づけば，大谷山層から桑島層へ

の層序は，バトニアン期からキャンパニアン期を示すこ

とになる。

　松川・中田（1999）, 松川ほか（1999,2000）により白

山周辺部の荘川地域・大白川地域と白峰地域東部の堆積

環境が述べられている。すなわち，牛丸層から御手洗層

への層序は，海進相で，デルタないしその周辺から，沖

合いの環境が解釈されている。大谷山層から桑島層への

層序は，海退相を示し，デルタ周辺から湖沼や河川流路

の環境が考えられている。アマゴ谷層，大倉層と別山谷

層は，北西側から運搬された河川流路と河川州の堆積相

が解釈されている。特に，最上部の別山谷層は，網状河

川と蛇行河川の２つの層相が存在し，堆積盆地内での河

川形態と後背地の様相がしばしば変化していたことを示

すと推定されている。今回，新たに加わった白峰地域西

部と滝波川地域に分布する大谷山層から桑島層，アマゴ

谷層，大倉層,別山谷層への層序が示す堆積環境も，同

海退相を示し，デルタ周辺から湖沼や河川流路の環境，

河川流路，河川州と網状河川と蛇行河川の環境が解釈さ

れる。

白山周辺地域の手取層群の堆積盆地の

　　　　　　テクトニクス

　白山地区では，手取層群が単一の地層区分により層序

が編まれ，共通的な環境変化が認められる。しかし，層

序区分された各累層の層厚は，地域的に異なる。そのた

め，各累層の層厚の地域的特徴とその層序学的変化を考

察するために，牛丸層,御手洗層，大谷山層.桑島層，

アマゴ谷層，大倉層について等層厚線図を作成した（図

5）。

　牛丸層は，東部にのみ分布し，御手洗川では層厚600

mが測定され，最大1,000mが見積もられる。御手洗層

も東部のみに分布し，層厚は50 mで，分布域内ではどこ

でも同じで，層厚の水平的変化は認められない。アンモ

ナイトの古生物地理的特徴から，牛丸層から御手洗層の

堆積物は南東から運搬されたもので，その堆積盆地がか

つての太平洋に面し，その盆地の西側にはアジア大陸と

東側には島嶼であったと解釈されている（松川・中田，

1999）。大谷山層は，最も層厚の厚い部分が荘川地域の

大黒谷上流域に見られ600mほどが見積もられ，滝波川

地域や白峰地域にも層厚300mと50mがそれぞれ認めら
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れている。荘川地域の大谷山層は三角州周辺の堆積環境

が解釈され，ベレムナイトを含む海成やunionidsなどの

淡水生二枚貝化石を産する薄層も含む（松川・中田，

1999；公文・梅澤, 2001）。これは，その三角州が海水

や淡水の影響を受けたことを示し，三角州面上やプロデ

ルタや海浜の環境が解釈される。従って，大谷山層が厚

く分布する東部の荘川地域は，牛丸層から御手洗層の堆

積物と同様に，南東から運搬された堆積物により形成さ

れた三角州を形成していたと考えられる。これは，荘川

地域で，大谷山層上部の桑島層との境界近くにある細礫

岩層のチャート礫中から二畳紀から三畳紀を示す放散虫

化石が検出され，これらが美濃，丹波，足尾帯のチャー

ト層を特徴づける放散虫化石であり，大谷山層の堆積盆

地の後背地には美濃，丹波，足尾帯のチャートを含む岩

石が露出していたことを意味すること（松川・高橋，

1999）からも支持される。大谷山層から別山谷層にいた

る層序が白亜紀前期の少なくともオーテリビアン期後期

からバレミアン期までに達している可能性が高いので，

前期白亜紀のアジア大陸東縁で美濃・丹波・足尾帯の付

加帯と秩父帯の付加帯の直列配置が横ずれ運動により並

列配置したことにより，手取層群分布域が陸化したとす

る解釈（Matsukawa etal.,1998）に調和的である（図6,

図7）。この陸化に伴い，手取層群の堆積盆地はが西側

に拡大したものと解釈できる。等層厚線図が示す最厚値

の地域は東部の荘川地域であるが，手取層群下部の牛丸

層と大谷山層に比べて，上部の桑島層と大倉層の最厚値

は小さいことからも，この解釈は支持できる。

　桑島層下部は, Venice System （Oertli,1964）の

Mesohalainの塩分濃度に相当するOstreidae gen. et sp.

indet-Myrene （Mesocorbicula）tetoriensis群集（松川・

中田, 1999）に属する二枚貝化石やカブトガニの足跡が

産する（松岡ほか, 2001）ので，堆積盆地の一部は海水

の影響を受けていた。しかし，桑島層の主部層は，河川

一湖の堆積相（伊藤ほか, 2001）で，淡水の湖に河川が

流入する三角州や河川の氾濫源の環境が解釈される。こ

の層から淡水生二枚貝化石や恐竜やトカゲ類などの陸上

脊椎動物や陸生植物化石が産出することと調和的である

（伊佐治，2000）。大谷山層や五味島礫岩部層の砂岩や礫

岩から成る粗粒相から，桑島層の泥岩や砂岩泥岩互層の

細粒相に変化した。これは，東から西に拡大した堆積盆

地が強い波浪のある環境下から，穏やかな環境下へ変化

したことを示すと解釈できる。堆積盆地の沈降の停止や

堆積盆地の埋没が考えられる。さらに，上位のアマゴ谷

層から大倉層，別山谷層への層序は，河川流路と河川州

や網状河川と蛇行河川が解釈されおり，盆地内での河川

形態と後背地の様相がしばしば変化して，この地域の堆

積盆地が，海退期の最後に河川堆積相で埋められたこと

を示すと考えれている（松川・中田, 1999）。

結　論

　手取層群の堆積盆地の発達に伴う環境変化や動植物群

の変遷を理解するために手取層群が模式層序のある石川

県の手取川上流の白峰地域で岩相層序区分を試みた。さ

らに，隣接する岐阜県大白川と荘川地域の手取層群との

対比を試み，それに基づき，層序区分の統一の可能性に

ついて議論し，堆積盆地の発達について考察した。その

結果，以下のことが結論づけられる。

　1.石川県の手取川上流部白峰地域の手取層群は，下

位から大谷山層，その同時異相の五味島礫岩部層，桑島

層，アマゴ谷層，大倉層と別山谷層に層序区分される。

さらに，隣接する岐阜県大白川と荘川地域の手取層群を

含めると，大谷山層の下位には牛丸層と御手洗層に区分

される層序が有り, 7つの累層と１つの部層に区分され

る。この層序を全域で一般的に受け入れられている亜層

群レベルに区分すると，九頭竜亜層群に牛丸層と御手洗

層が，石徹白亜層群に大谷山層と桑島層が，赤岩亜層群

にアマゴ谷層，大倉層と別山谷層が相当する。

　2.この岩相層序区分に基づき，地質図を作成した。

　3.手取層群の各累層の等層厚線図の最高値の分布に

基づくと，堆積盆地の中心地域は，東部の荘川地域に求

めることができる。牛丸層から御手洗層の層序の堆積相

は荘川地域のみであったが，大谷山層から大倉層への層

序の堆積相は最厚層が減じ，分布が西側に拡大し，海退

期の堆積相を示す。大谷山層上部の同時異相である五味

島礫岩部層は,堆積盆地の西への拡大に伴う沈降により，

基盤岩に不整合にのる堆積相であると解釈される。
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要　旨

石川県手取川上流域及び関連地域の手取層群, 2002.松川正樹・小荒井千人・塩野谷奨・新海拓也・中

田恒介・松井哲也・青野宏美・小林典夫・大久保敦・林　慶－・伊藤　慎，手取川流域中生代手取層群

調査報告書，3－19.

　石川県手取川上流部の白峰地域には，中生代後期の手取層群が分布する。ここでは，手取層群中上部

の層序が見られ，下位から大谷山層，その同時異相の五味島礫岩部層，桑島層，アマゴ谷層，大倉層と

別山谷層に層序区分される。さらに，隣接する岐阜県大白川と荘川地域を加えて，大谷山層の下位に位

置する牛丸層と御手洗層の分布を含めた各累層の分布を地質図に示した。手取層群の堆積盆地の分布域

は，下位から上位にかけての西方が認められる。これは，美濃・丹波・足尾帯の付加帯と秩父帯の付加

帯の直列配置が横ずれ運動により並列配置したことにより手取層群分布域が陸化したとする解釈

（Matsukawa etal.,1997, 1998）に調和的である。手取川上流部の白峰地域に分布する大谷山層上部の同

時異相である五味島礫岩部層は，この運動による堆積盆地の西への拡大に伴う堆積盆地の沈降により，

基盤岩に不整合にのる堆積相であると解釈される。
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